
❖政府の放射能除染基準// 毎時0.23μSv 

❖政府の放射能除染対象地域//日光市も!! 

❏栃木県原発崩壊前/0.030～0.067μSv/h❏ 

 

 
 

 

 
 

 

■放射能被ばくの健康への影響■     《 ３者の考え方！！》 

だまされたら５年１０年２０年後は?  だました人はあの世? 
 

❏年間1㍉シーベルト/一般公衆の被ばく限度//年1～20㍉シーベルト/事故が起こった緊急時//〈政府の姿勢〉 

 ICRP/国際放射線防護委員会基準//外部被ばくだけで、内部被ばくは無視。元 ICRP科学議長は、以上の基

 準は安全でないと認め、また、チェルノブイリ事故の証拠を調査しなかったことは誤りと認める。 

❏100㍉シーベルト以下なら影響がない、安心できる//〈日本の多くの専門家の見解/栃木県、日光市の姿勢?〉 

 ICRPの判断から原子力安全委員会の見解//ICRPは 100㍉シーベルト以下のデータがないため不明としてい

 ます。しかし、いつのまにか日本では「安全」「影響ない」との論理です。原発の「安全」神話と同じ手口です。 

❏年間0.1㍉シーベルトを被ばく限度//ECRR/欧州放射線リスク委員会/外部・内部被ばく含む〈私はこれです〉 
 

■基本的な放射能についての考え方■  外部被ばくや、水や食物からの内部被ばくでも、エックス線でも、飛行機に

乗っても、人間には有害です。低線量被ばくは、５年、１０年、２０年と長期間の被ばくでガンをはじめ、さまざまな健康被害

を起こします。特に、妊婦・幼児・子どもは影響が高くなります。しかし、誰もが症状が出るのでなく確率的な影響です。 
  

 ＊2005.05.30//米科学アカデミー報告書/「被ばくには、これ以下なら安全」と言える放射線量はないと結論。 

 また、「一定量までなら害はない」「ごく低線量の被ばくは免疫を強め、健康のためになる」などを否定。 

 低線量でもがんのリスクはあると結論。１０ミリシーベルトの全身のX線CTで1000人に１人はガンになる。 
 
 

 

❏❏お誘い❏❏ 
日光は大丈夫？一緒に考えましょう 

 

■１１月２６日〈土〉//１３時～１６時 
■豊岡公民館//東武大桑駅近く/日光市支所 

連絡先//090ー7634ー4948 

take@apple.email.ne.jp（中山） 
 

「日光の放射線レベルは」「健康の影響は」「子どもを守り

たい」「他の地域の人は」「原発問題を考えたい」など 

❏県内からの声❏ 
 

◆塩谷  Ｋさん◆  私は３月の爆発から子供達の被

曝を恐れました・・３月子供を外にほとんど行かせず、

西の食材、避難旅行。周りから「頭がおかしくなった」と

言われました。大なり小なり汚染は汚染。認めて対策が

必要。今では町も校庭の除染を決定。全国で子供を守

る会も発足。声を上げる大切さを改めて感じています。 
 

◆益子  Fさん◆  私の住む益子でも若い母親たち

を中心に放射能の不安が広がり、行政への要望から、

町長との話し合い、除染への提案など、小グループな

がら、できる限りの活動をしています。観光地日光地域

での状況は、少し知人から聞いていますが、時間をか

けて解決への方策を探りだすためには、仲間が連絡を

取り合っていく必要があります。 
 

◆宇都宮  Mさん◆  日光大好きです。山が好きな

ので男体山、太郎山は登っていますし、鳴虫山は子ど

もと一緒に。戦場ヶ原や湯元のスノーハイク、日光の社

寺は空気が澄み切っていて神々しい秋口、早朝の散

歩、竜頭の滝・湯滝、寂光の滝も大好きです。子どもた

ちが遊ぶ公園の除染活動など、身近なことから一緒に

やっていきたいと思います。 
 

◆下野市  Dさん◆  私も、下野市で、なんとか放射

能からこどもを守りたい。長い長い道のりですが・・・ 

 

 

◆放射能から子どもを守る会・塩谷  Ａさん◆ 

私は、自治会の集まりで「陳情の署名を集めたい」と話す

と、「こんな活動は俺ら（農家）にとっては困る」と言われま

したが、ある方が「俺らはこの先、生きてもたかが知れて

る。でも、子供は、何よりも守らなきゃならない。10年後20

年後、あの時ああしてればよかったと後悔することが一番

してはいけない。子供の未来は何より優先する事だ」と言

って下さいました。また、「陳情出した所でどうせ通らない

だろう。通らなくたっていいんだ。通る通らないは問題じゃ

ない。署名を集める働きかけで一人一人の意識が変わ

る。皆の意識が変われば社会が変わる。そういうもんだ。」

と言って頂きました。この言葉を胸に刻み、「数は関係な

い」と一軒一軒、大切に回る事が出来ました。 
 

 

 

❏考えていること❏ 各地のグループにまなび情報交換。一人ひとりができることを、みんなで協力していく会をつくりたい。

 日光市木和田島//大 島/ tel 0288-26-0130/ Ｅ-mail  nairamdal-05@s5.dion.ne.jp 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

                2011.11.1８//no.0４ 
内部被ばく(食料など)対策のためにも 

１日でも早く以前の放射線量に戻そう 

政府･県･日光市の積極的な除染対応を 

 

■市の貸し出し放射能測定器を使おう//測定は簡単です。家のまわり、できたら通学路、側溝なども 

 測定数値はデジカメ、携帯で写真の保存が便利!!〈我が家の雨どい下1.82μSv/h、県道側溝1.20μSv/h〉
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